
《
住
民
投
票
～
ア
リ
ー
ナ
建
設
賛
成

が
上
回
る
》

参
議
院
議
員
選
挙
の
投
票
日
７
月

２
０
日
は
、
豊
橋
で
は
、
市
政
１
１

９
年
で
初
の
住
民
投
票
の
投
票
日
で

も
あ
り
ま
し
た
。
「
多
目
的
屋
内
施

設
及
び
豊
橋
公
園
東
側
エ
リ
ア
整

備
・
運
営
事
業
」
（
ア
リ
ー
ナ
建
設

を
含
む
）
の
継
続
に
『
賛
成
か
』

『
反
対
か
』
を
問
う
住
民
投
票
。
市

民
の
関
心
も
高
く
投
票
率
は
６
５
％

を
超
え
、
結
果
は
、
賛
成
１
０
６
，

１
５
７
票
、
反
対
８
１
，
６
５
４
票

で
、
賛
成
が
反
対
を
上
回
り
ま
し
た
。

今
回
、
ア
リ
ー
ナ
建
設
を
通
じ
て

豊
橋
の
新
た
な
未
来
を
つ
く
る
決
断

を
し
た
市
民
の
皆
さ
ん
の
判
断
は
、

豊
橋
の
歴
史
を
大
き
く
動
か
し
、
後

世
に
語
り
継
が
れ
る
物
語
の
最
初
の

１
ペ
ー
ジ
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

は
、
豊
橋
の
可
能
性
を
最
大
限
に
拡

げ
、
明
る
い
未
来
を
つ
く
る
た
め
に

「
何
を
す
べ
き
か
」
、
賛
成
・
反
対

と
い
う
立
場
を
越
え
て
話
し
合
い
、

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
が
重
要
で
す
。

ア
リ
ー
ナ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
、

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
、
防
災
な
ど

幅
広
い
機
能
を
も
つ
拠
点
と
し
て
、

豊
橋
市
民
の
新
た
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
形
成
し
、
自
己
実
現
の
機
会

を
提
供
す
る
も
の
で
す
。
多
様
性
を

尊
重
し
な
が
ら
、
地
域
全
体
が
一
体

と
な
り
活
性
化
す
る
拠
点
に
も
な
り

ま
す
。
こ
れ
こ
そ
、
私
た
ち
が
描
く

未
来
の
豊
橋
の
「
希
望
の
光
」
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
若
者
と
市
民
に

新
し
い
夢
と
誇
り
を
。
そ
し
て
、
そ

の
夢
が
豊
橋
か
ら
世
界
へ
と
羽
ば
た

く
未
来
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
数
ヶ
月
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

ア
リ
ー
ナ
建
設
の
是
非
に
つ
い
て
考

え
議
論
を
す
る
様
子
は
、
ま
さ
に
本

来
あ
る
べ
き
「
民
主
主
義
」
の
姿
を

実
感
す
る
日
々
で
し
た
。
他
方
で
、

残
念
な
が
ら
互
い
の
意
見
を
交
換
す

る
議
論
を
超
え
て
、
相
手
を
非
難
・

誹
謗
中
傷
す
る
言
葉
も
見
受
け
ら
れ

ま
し
た
。
特
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
よ
り
、

特
定
の
個
人
に
対
す
る
誹
謗
中
傷
が

な
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
影
響
は
大
変

大
き
く
、
相
手
の
人
権
や
尊
厳
を
大

き
く
傷
つ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
が
発
言
に
責
任
を
持
つ
こ

と
が
、
成
熟
し
た
民
主
主
義
を
構
築

す
る
第
一
歩
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

《
参
議
院
選
挙
の
結
果
を
受
け
て
》

今
回
の
参
議
院
選
挙
で
は
自
民
党

（
３
９
）
公
明
党
（
８
）
で
４
７
議

席
。
目
標
の
５
０
議
席
を
下
回
り
、

非
改
選
７
５
議
席
と
合
わ
せ
、
与
党

で
過
半
数
を
割
る
結
果
に
。
衆
参
と

も
、
い
わ
ゆ
る
少
数
与
党
で
の
難
し

い
国
会
運
営
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

選
挙
は
、
国
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の

審
判
で
す
。
結
果
を
重
く
受
け
止
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
多
く
の
仲
間

を
失
っ
た
こ
の
結
果
を
受
け
て
、
石

破
総
裁
や
森
山
幹
事
長
か
ら
選
挙
直

後
の
時
点
に
お
い
て
自
ら
の
進
退
を

含
め
た
責
任
の
取
り
方
に
関
し
て
発

言
が
聞
か
れ
な
か
っ
た
事
は
大
変
残

念
な
こ
と
で
す
。

衆
議
院
選
挙
、
東
京
都
議
会
選
挙
、

そ
し
て
、
こ
の
参
議
院
選
挙
と
、
３

つ
の
選
挙
で
目
標
と
す
る
議
席
を
確

保
で
き
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

総
裁
と
し
て
の
責
任
を
先
延
ば
し
に

し
て
き
た
こ
と
に
つ
い
て
は
党
内
か

ら
の
批
判
も
大
き
く
、
今
後
、
両
院

議
員
総
会
の
開
催
な
ど
新
た
な
動
き

が
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

国
内
外
の
情
勢
が
大
き
く
変
動
す

る
な
か
、
日
本
が
世
界
か
ら
、
愛
さ

れ
、
信
頼
さ
れ
、
尊
敬
さ
れ
る
国
に

な
る
よ
う
に
、
将
来
を
生
き
る
子
ど

も
た
ち
、
そ
の
先
の
世
代
す
べ
て
の

子
ど
も
た
ち
が
、
日
本
人
に
生
ま
れ

て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
国
づ
く
り
に

向
け
て
、
今
で
き
る
こ
と
に
全
力
を

注
い
で
ま
い
り
ま
す
。
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《
や
ま
も
と
・
さ
こ
ん
》

愛
知
県
豊
橋
市
出
身
。
１
９
８
２
年

７
月
９
日
生
ま
れ
。
４
３
歳
。
豊
橋

南
高
校
卒
業
、
南
山
大
学
。
１
１
歳
、

レ
ー
シ
ン
グ
キ
ャ
リ
ア
ス
タ
ー
ト
。

１
９
歳
、
単
身
渡
欧
。
２
４
歳
、
当

時
日
本
人
最
年
少
Ｆ
１
ド
ラ
イ
バ
ー

デ
ビ
ュ
ー
。
３
０
歳
、
帰
国
後
、
医

療
介
護
福
祉
の
世
界
に
。
医
療
法

人
・
社
会
福
祉
法
人
さ
わ
ら
び
グ

ル
ー
プ
の
統
括
本
部
長
就
任
。
２
０

１
９
年
第
２
５
回
参
議
院
議
員
通
常

選
挙
（
比
例
代
表
）
に
自
民
党
公
認

で
立
候
補
し
、
落
選
。
２
０
２
１
年

第
４
９
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
（
東

海
ブ
ロ
ッ
ク
比
例
代
表
）
に
自
民
党

公
認
で
立
候
補
し
初
当
選
。
当
選
直

後
か
ら
、
合
成
燃
料
の
国
産
化
の
必

要
性
を
訴
え
、
３
年
以
内
に
日
本
初

の
実
証
プ
ラ
ン
ト
の
稼
動
を
実
現
し

た
。
ま
た
、
２
０
２
２
年
８
月
、
初

当
選
後
一
年
に
満
た
な
い
中
、
文
部

科
学
大
臣
政
務
官
兼
復
興
大
臣
政
務

官
に
異
例
の
抜
擢
。
科
学
技
術
・
文

化
の
担
務
を
中
心
に
活
躍
。
２
０
２

４
年
第
５
０ 

回
衆
議
院
議
員
総
選

挙
に
自
民
党
比
例
代
表
で
２
期
目
に

立
候
補
す
る
も
落
選
し
現
在
に
至
る
。

英
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
を
話
す
マ
ル
チ

リ
ン
ガ
ル
。

ア
リ
ー
ナ
建
設
・
賛
成
多
数

参
院
選
で
自
公
過
半
数
割
る



賛成：106,157（56％）
反対：81,654（44％）
投票率：65.6％

出典；自由民主党 党則より加工して作成

資料解説
前衆議院議員山本左近

住民投票の結果

賛成 反対

両院議員総会 両院議員懇談会

党則 第2章執行機関 第1節 総裁及び副総裁
第4条 本党に総裁を置く
第6条 総裁は別に定める総裁公選規約により公選する。
2 総裁が任期中に欠けた場合には、原則として前項の規定により後任の総裁を構成す
る。ただし、特に緊急を要するときは、党大会に変わる両院議員総会において、その
後任を選任することができる
4 総裁の任期満了前に党所属の国会議員及び都道府県支部連合会代表各1名の総数の
過半数の要求があった時は、総裁が任期中に欠けた場合の総裁を公選する選挙の例に
より、総裁の選挙を行う。

自民党国会議員の3分の1以上の要求で開催

会長は7日以内に招集するべきものとする

幹事長が開催日などを決定
両院議員総会のような議決権はなく

あくまで議論を交わす場 ガス抜き
と言われ
る所以

《参議院選挙後の動き》
現在、自民党の内部からも首相に対する疑問の声が上がっている。
今後、退陣を求める声が増すと見られているが、そのためにはまず「両院議員総会」の
開催が必要となる。似たものとして、両院議員懇談会があるので、以下に違いを。

新アリーナを求める会Neo代表
小林佳雄氏

賛成多数の開票を受けて

昨年の衆院選後には、「両院議員懇談会」が開催された。多くの議員から2000万円問題
の検証や党改革への提言があったと聞いている。落選議員から声を聞く場もあり、後日
「回答する」との返答があったものの、その回答はいまだなされていない。解党的出直
しは一体どこへ行ったのか。単なる意見の表明の場にとどまらせない「両院議員総会」
の開催が必要だと考える。
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